
　

永
年
に
わ
た
り
市
政
発
展
に
尽
く
さ

れ
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長

会
総
会
に
お
い
て
、
次
の
議
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

○
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
30
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

渡　

辺　
　
　

博

○
特
別
表
彰
（
議
員
在
職
20
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

髙　

橋　

次　

男

　
　
　
　
　
　
　

庄　

司　

俊　

充

　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

わ
か
子

　
　
　
　
　
　
　

田　

村　
　
　

稔

　
　
　
　
　
　
　

石　

川　

建　

治

　
　
　
　
　
　
　

岡　

部　

恒　

司

　
　
　
　
　
　
　

花　

木　

則　

彰

　
　
　
　
　
　
　

安
孫
子　

雅　

浩

○
一
般
表
彰
（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

ふ
る
く
ぼ　

和
子

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
の
う
ち
、
諮
問

第
１
号
は
全
会
一
致
で
、
諮
問
の
と
お

り
本
会
議
で
異
議
な
い
も
の
と
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
、
そ
の
他
２
議
案
は

全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
道
路
照
明
灯
の
電
気
料
金
過
払
い
問
題

○
職
場
環
境
改
善
と
綱
紀
粛
正
の
在
り
方

　

付
託
さ
れ
た
３
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

・
学
校
給
食
費
「
決
定
通
知
書
兼
納
入

　

通
知
書
」
に
係
る
事
務
処
理
の
誤
り

　

に
つ
い
て

・
国
に
対
す
る
要
望
（
教
育
環
境
の
充

　

実
）
に
つ
い
て

　
付
託
さ
れ
た
４
議
案
の
う
ち
、
第
67
号

議
案
、
第
68
号
議
案
お
よ
び
議
第
1
号
は

全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
第
77
号
議

案
は
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会

議
で
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
人
と
猫
と
の
共
生
に
関
す
る
条
例
の

　
検
討
経
過
お
よ
び
関
係
団
体
へ
の
対
応

・
牛
解
体
設
備
の
不
具
合
に
係
る
修
繕
の

　
経
過
と
保
守
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
杜
の
都
環
境
プ
ラ
ン
等
の
改
定
に
向

　

け
た
審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

・
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
あ
り
方
」
に
係

　

る
意
見
募
集
結
果
と
答
申
に
つ
い
て

・
ガ
ス
事
業
民
営
化
に
向
け
た
、
こ
れ

　

ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
方
向
性

　

付
託
さ
れ
た
７
議
案
は
、
全
て
全
会

一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
本
会
議
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
道
路
照
明
灯
の
電
力
契
約
に
つ
い
て

・
青
葉
山
公
園
整
備
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況

・
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
防
犯
対
策

・
あ
す
と
長
町
復
興
公
営
住
宅
の
日
照

　

問
題
に
つ
い
て

　

W
ork-style　

Inform
ation　

by
Student's　

Eye

の
略
。
仙
台
の
大
学

に
通
う
学
生
が
記
者
と
し
て
地
元
中
小

企
業
の
経
営
者
や
社
員
を
取
材
し
、
学

生
の
目
線
か
ら
発
見
し
た
中
小
企
業
の

魅
力
や
地
元
で
働
く
意
義
な
ど
を
、
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
や
情
報
誌
に
よ
り
発
信
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
。

　

東
京
藝
術
大
学
が
開
発
し
た
技
術
に

よ
り
超
高
精
細
に
再
現
さ
れ
た
文
化
財

の
こ
と
。
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と

伝
統
的
な
ア
ナ
ロ
グ
技
術
と
を
融
合
し
、

ひ
と
の
手
業
や
感
性
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
単
な
る
複
製
で
は
な
く
、
技
術
、

素
材
、
文
化
的
背
景
な
ど
芸
術
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
に
至
る
ま
で
の
再
現
を
目
指
し
た
も

の
。

　

部
下
や
従
業
員
が
仕
事
と
育
児
・
介

護
な
ど
の
家
庭
生
活
と
を
両
立
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
組

織
の
業
績
で
結
果
を
出
し
つ
つ
、
自
ら

も
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
実
践
す
る
上

司
や
経
営
者
の
こ
と
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
子
を
持
つ
家
庭
が
高

齢
化
し
、
80
代
の
高
齢
の
親
が
50
代
の

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
の
子
の
面
倒
を

見
続
け
る
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
問

題
の
こ
と
。
親
子
共
に
社
会
か
ら
孤
立

し
、
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
深
刻

な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。

endai city assemblyendai city assemblyendai city assemblyendai city assembly

主
要
な
地
方
財
源
で
あ
る
法
人

市
民
税
の
税
率
引
き
下
げ
相
当
分
を
国

税
で
あ
る
地
方
法
人
税
へ
付
け
替
え
、

地
方
交
付
税
の
原
資
と
す
る
こ
と
は
、

地
方
交
付
税
の
在
り
方
や
将
来
の
財
政

運
営
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
地

方
分
権
の
視
点
か
ら
も
国
に
意
見
す
べ
き
。

　
　
　

今
般
の
地
方
税
法
の
改
正
は
、

法
人
市
民
税
の
性
格
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
、

問
題
が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

地
方
が
自
立
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
の
税
財
政
制
度
の
確
立
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
他
の
指
定

都
市
と
共
に
国
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

平
成
29
年
度
の
介
護
保
険
法
改

正
で
創
設
さ
れ
た
介
護
医
療
院
や
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
は
、
地
方
自
治
体

や
介
護
現
場
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

な
い
。
介
護
保
険
制
度
の
根
幹
か
ら
の

議
論
が
必
要
と
考
え
る
が
、
国
へ
の
意
見

反
映
も
含
め
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

高
齢
化
が
進
む
社
会
で
は
、
地

域
の
実
情
を
反
映
し
た
介
護
保
険
制
度

の
設
計
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本

市
が
次
年
度
に
策
定
す
る
次
期
計
画
に

関
係
団
体
の
声
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
制
度
改
正
に
つ
な

が
る
よ
う
、
引
き
続
き
他
都
市
と
も
連

携
し
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
に
向
け
た
行

　

政
情
報
・
個
人
情
報
の
漏
え
い
対
策

○
放
課
後
児
童
支
援
員
の
実
態
と
課
題

○
水
道
法
の
改
正
を
先
取
り
し
た
県
の

　

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
問
題
点

○
任
期
折
り
返
し
を
迎
え
る
郡
市
長
の

　

政
治
姿
勢　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
強
化
の
た

め
、
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
所
の
在

り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

国
が
求
め
る
必
要
な
一
時
保
護

に
対
応
で
き
る
定
員
の
設
定
や
個
室
化

の
推
進
等
に
加
え
、
児
童
一
人
一
人
の

特
性
に
配
慮
し
た
学
習
の
提
供
な
ど
、

生
活
環
境
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

　
　
　

福
岡
市
で
は
社
会
的
養
護
の
在

り
方
と
し
て
家
庭
養
護
の
推
進
を
掲
げ
、

里
親
委
託
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
市
民
に

本
市
の
社
会
的
養
護
の
現
状
と
里
親
制

度
の
必
要
性
を
周
知
し
、
里
親
委
託
率

の
向
上
を
目
指
す
べ
き
。

　
　
　

今
年
度
、
家
庭
養
育
優
先
を
大

前
提
と
し
た
社
会
的
養
育
推
進
計
画
を

策
定
す
る
。
そ
の
中
で
、
将
来
に
向
け

た
社
会
的
養
育
の
体
制
整
備
の
基
本
的

な
考
え
方
や
里
親
委
託
の
推
進
に
向
け

た
取
り
組
み
、
里
親
支
援
の
体
制
な
ど

を
示
し
、
市
民
の
社
会
的
養
育
や
里
親

制
度
へ
の
理
解
の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。

○
児
童
相
談
所
の
児
童
福
祉
司
の
早
急

　

な
増
員
と
専
門
性
の
向
上
を

○
放
課
後
児
童
支
援
員
の
質
の
向
上
を

　

図
り
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
支
援

　

に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き

○
市
街
灯
電
気
料
金
過
払
い
の
責
任
の

　

在
り
方
を
早
急
に
市
民
に
示
す
べ
き

○
元
鍛
冶
丁
公
園
自
転
車
等
駐
車
場
の

　

機
械
を
改
良
し
、
収
容
で
き
る
自
転

　

車
の
種
類
を
増
や
す
べ
き

○
放
置
自
転
車
対
策
を
徹
底
し
、
ク
リ

　

ー
ン
で
美
し
い
街
仙
台
の
実
現
を

過
払
い
金
の
財
源
は
貴
重
な
市

税
で
あ
り
、
市
民
の
納
得
い
く
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
責
任
の
在
り
方
を
ど
の
時

点
で
明
ら
か
に
す
る
の
か
、
市
長
に
伺
う
。

　
　
　

適
正
に
取
り
扱
う
べ
き
公
金
の

支
払
い
に
不
適
切
な
事
務
処
理
が
あ
っ

た
こ
と
は
、
市
民
の
信
頼
を
著
し
く
損

ね
る
も
の
で
あ
り
、
大
変
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。
東
北
電
力
と
の
協
議
が
整

い
次
第
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
責
任

の
あ
り
よ
う
も
判
断
し
報
告
す
る
。

　
　
　

い
じ
め
防
止
条
例
が
施
行
さ
れ

て
２
カ
月
。
教
職
員
や
市
民
に
浸
透
し

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
の
間
、
市

長
が
行
っ
た
具
体
的
な
施
策
と
、
今
後

の
展
開
に
向
け
た
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

４
月
の
合
同
校
長
会
で
、
校
長

が
教
職
員
の
意
識
改
革
を
図
り
、
い
じ

め
に
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
直
接
伝
え

た
ほ
か
、
市
政
だ
よ
り
や
啓
発
チ
ラ
シ

な
ど
で
市
民
周
知
に
努
め
て
い
る
。
今

後
、
各
般
か
ら
の
意
見
も
生
か
し
、
よ

り
効
果
的
に
施
策
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す
る

条
例
は
市
民
に
浸
透
し
て
い
る
の
か
。

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

街
頭
啓
発
や
ラ
ジ
オ
広
報
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
保
険
加
入
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
周
知
に
努
め
、
自
転
車

安
全
利
用
の
一
層
の
意
識
高
揚
を
図
る
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
適
合
率

○
水
道
事
業
の
維
持
に
全
力
を
傾
け
よ

○
新
市
庁
舎
建
設
と
音
楽
ホ
ー
ル
整
備

○
公
正
取
引
委
員
会
の
指
導
へ
の
対
応

○
地
域
交
通
で
の
敬
老
乗
車
証
利
用

　
　
　

地
方
創
生
に
向
け
て
は
、
本
市

の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
明
日

の
仙
台
を
担
う
人
材
の
育
成
こ
そ
が
最

重
要
。
県
内
大
学
の
新
卒
者
が
県
内
の

企
業
に
就
職
す
る
「
地
元
就
職
率
」
が

低
い
現
状
へ
の
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
　

県
内
大
学
卒
業
者
に
首
都
圏
の

大
手
企
業
を
選
択
す
る
傾
向
が
あ
る
こ

と
、
地
元
企
業
の
魅
力
が
十
分
に
学
生

に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

地
元
就
職
率
が
40
％
台
に
留
ま
っ
て
お

り
、
地
域
経
済
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た

め
に
は
、
若
者
の
地
元
定
着
に
向
け
た

取
り
組
み
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

　
　
　

若
者
を
地
元
に
定
着
さ
せ
る
た

め
に
、
本
市
の
Ｗ注
１
　
ワ
イ
ズ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ

ー
ン
就
職
促
進
事
業
、
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、
他
都
市
の
取
り
組
み
な
ど
も
参

考
に
し
て
、
人
材
育
成
事
業
を
さ
ら
に

推
進
す
べ
き
。
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

学
生
目
線
に
よ
る
企
業
の
情
報

発
信
や
大
学
と
連
携
し
た
人
材
育
成
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
奨
学
金
返
還
支
援
な
ど
の
取
り
組

み
を
開
始
し
た
。
今
後
と
も
先
進
的
な

取
り
組
み
を
参
考
に
し
つ
つ
、
大
学
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
若
者
が
地
元
で

活
躍
し
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
災
害
時
に
地
域
の
防
災
拠
点
と
な
る

　

民
間
施
設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

　

ー
導
入
の
さ
ら
な
る
普
及
・
啓
発
を

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

○
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進

○
仙
台
市
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
認
知

　

度
の
向
上
と
相
互
の
連
携
強
化

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
職
員
配

置
基
準
を
緩
和
す
る
法
改
正
が
な
さ
れ

た
。
市
は
自
ら
決
め
た
基
準
を
今
後
も

維
持
す
べ
き
だ
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

本
市
の
児
童
館
に
お
い
て
は
、

条
例
に
定
め
る
放
課
後
児
童
支
援
員
等

の
配
置
基
準
を
満
た
す
人
員
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
有
識
者
に
よ
る
検
討
や
、

議
会
で
の
議
論
を
経
て
条
例
基
準
が
定

め
ら
れ
た
経
緯
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
現
行
基
準
を
維
持
す
る
こ
と

が
妥
当
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　

震
災
か
ら
８
年
が
経
過
し
た
が
、

本
市
の
修
繕
未
了
の
被
災
家
屋
は
１
万

棟
を
超
え
て
い
る
。
直
ち
に
在
宅
被
災

者
の
戸
別
訪
問
調
査
を
行
い
、
家
屋
修

繕
の
た
め
の
支
援
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
べ
き
。

　
　
　

災
害
救
助
法
に
よ
る
応
急
修
理

制
度
に
加
え
、
半
壊
世
帯
も
一
部
対
象

と
し
た
本
市
独
自
の
被
災
地
域
住
宅
再

建
補
助
事
業
等
に
よ
り
、
住
ま
い
の
再

建
を
支
援
し
て
き
た
。
現
在
も
未
修
繕

の
家
屋
に
つ
い
て
は
、
既
に
各
種
支
援

制
度
等
の
活
用
に
よ
り
修
繕
や
再
建
を

し
た
方
々
と
の
公
平
性
も
勘
案
し
、
調

査
や
補
助
制
度
の
新
設
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
と
も
、
区
役
所
や
関
係
局
に

お
い
て
、
暮
ら
し
の
再
建
に
つ
い
て
実

情
に
応
じ
た
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

○
消
費
税
増
税
の
中
止
を
国
に
求
め
よ

○
保
育
士
・
介
護
士
の
処
遇
改
善
を      

○
「
公
立
保
育
所
廃
止
・
民
営
化
方
針
」

　

を
見
直
し
待
機
児
童
を
解
消
せ
よ

○
子
ど
も
医
療
費
を
18
歳
ま
で
無
料
に

○
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

○
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
労
働
環
境
保
障

半壊以上の被害を受けた市内家屋の
修繕状況（2018 年１月～ 12 月）　

ヘルメットを着用し、スマートで
安全な自転車ライフを　　　　　

法人住民税減額相当分の
交付税原資化の概要　　

取
り
組
み
を
通
じ
、
高
齢
者
が
生
活
を

送
る
上
で
必
要
な
移
動
手
段
の
確
保
に

努
め
、
安
全
・
安
心
に
暮
ら
し
て
い
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

５
年
ぶ
り
に
仙
台
―
バ
ン
コ
ク

直
行
便
の
就
航
が
再
開
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
タ
イ
人
観
光
客
誘
致
の
た
め
に
、

必
要
な
予
算
措
置
も
含
め
、
市
長
を
先

頭
に
全
庁
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
。

     

　
　
　

タ
イ
国
際
航
空
や
仙
台
国
際
空

港
株
式
会
社
等
と
連
携
し
、
タ
イ
へ
の

情
報
発
信
を
さ
ら
に
強
化
す
る
ほ
か
、

東
北
観
光
推
進
機
構
や
宿
泊
事
業
者
等

と
の
共
同
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
旅
行
商

品
の
造
成
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
。

○
消
費
税
増
税
対
策
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

　

ス
・
消
費
者
還
元
事
業
」
の
準
備
状
況
。

○
市
は
、
今
後
増
え
て
い
く
高
齢
運
転

　
者
に
つ
い
て
、
歩
行
者
等
と
共
存
す
る

　

た
め
の
方
法
を
早
急
に
考
え
る
べ
き
。

○
通
学
路
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
対
策
。

○
子
ど
も
を
守
る
網
の
目
が
細
か
に
な
る

　
よ
う
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
を
。

○
介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
不
足
は
年

　

年
深
刻
化
し
て
お
り
、
本
市
で
も
施

　

策
展
開
に
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
が
必
要
。

○
出
雲
地
域
等
の
国
内
就
航
都
市
交
流
。

高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通
事
故

の
増
加
を
受
け
、
運
転
免
許
証
の
返
納
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
返
納
後
の
生
活

交
通
の
確
保
が
課
題
。
高
齢
者
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
弱
者
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

    　
　
　

高
齢
化
の
さ
ら
な
る
進
展
が
見

込
ま
れ
る
中
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

交
通
手
段
の
確
保
は
一
層
重
要
に
な
る
。

路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
や
地
域
交
通
の

仙台の大学生が地元中小企業の魅力など
の情報を発信する「W

注１
ISE」

元鍛冶丁公園自転車等駐車場の
有効活用を　　　　　　　　　

他
都
市
に
先
駆
け
て
交
流
を
進
め
て
き
た
タ
イ

（
バ
ン
コ
ク
の
百
貨
店
で
の
観
光
物
産
展
）


